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  平成２４年度 第３四半期報告の概要     
 

 

＜主要指標＞ 

 

 

 

・保険料等収入 … ２兆７，４５８億円 （前年同期比 ３３．０％減少） 

・基礎利益 … ２，６０４億円 （前年同期比  ３．０％減少） 

・ソルベンシー・マージン比率 … ８３０．３％ （前年度末差 ８０．７ﾎﾟｲﾝﾄ増加）

・実質純資産額 … ４兆４，４０８億円 （前年度末差 ４，１６４億円増加）

・一般勘定資産全体の含み損益 … １兆９，８２４億円 （前年度末差 ２，２１８億円増加）

・時価のある有価証券の含み損益 … １兆７，０４１億円 （前年度末差 １，９４４億円増加）



１．契約業績

◇ 保険料等収入は、２兆７，４５８億円と前年同期比３３．０％減少

・減少の主因は、金利リスク対応の観点から銀行窓販チャネルでの一部商品の

計画的な販売抑制によるものだが、今年度目標に対しては計画通りに進捗

－１－ 明治安田生命保険相互会社

◇ 保険料等収入は、２兆７，４５８億円と前年同期比３３．０％減少

・減少の主因は、金利リスク対応の観点から銀行窓販チャネルでの一部商品の

計画的な販売抑制によるものだが、今年度目標に対しては計画通りに進捗

◇ 新契約年換算保険料についても１，４０６億円と前年同期比３６．８％

減少

・第三分野業績は、「介護のささえ」の販売（平成２４年９月）や、主力

商品の改定（平成２３年１０月）効果等により前年同期比１７．２％と

伸展

保有 約 換算保 前 増

○ 保険料等収入の状況 （単位：億円）

平成２４年度 平成２３年度
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◇ 保有契約年換算保険料は、２兆４１３億円と前年度末比２．５％増加

平成２４年度

第３四半期累計期間 前年同期比

 保険料等収入 27,458 △33.0％ 41,010

 うち個人保険・個人年金保険 18,948 △43.9％ 33,746

うち営業職員チャネル 10,370 △16.8％ 12,471

うち銀行窓販チャネル 8,097 △61.2％ 20,845

平成２３年度

第３四半期累計期間
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 うち団体保険・団体年金保険 8,156 18.1％ 6,909

○ 新契約年換算保険料の状況（個人保険・個人年金保険） （単位：億円）

平成２４年度

第３四半期累計期間 前年同期比

平成２３年度

第３四半期累計期間

◇ 保険料等収入は、２兆７，４５８億円と前年同期比３３．０％減少

・減少の主因は、金利リスク対応の観点から銀行窓販チャネルでの一部商品の

計画的な販売抑制によるものだが、今年度目標に対しては計画通りに進捗

◇ 新契約年換算保険料についても１，４０６億円と前年同期比３６．８％

減少

・第三分野業績は、「介護のささえ」の販売（平成２４年９月）や、主力

商品の改定（平成２３年１０月）効果等により前年同期比１７．２％と

伸展

◇ 保有契約年換算保険料は、２兆４１３億円と前年度末比２．５％増加

第 半期 期 年 期

 新契約年換算保険料 1,406 △36.8％ 2,224

うち第三分野 176 17.2％ 150

（注）第三分野は、医療保障給付、生前給付保障給付、保険料払込免除給付等に該当する部分を計上
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 保有契約年換算保険料 20,413 2.5％ 19,916
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－１－ 明治安田生命保険相互会社



≪ご参考≫クオリティ指標の状況

○ 解約・失効の状況（個人保険・個人年金保険） （単位：億円）

平成２４年度 平成２３年度

第３四半期累計期間 前年同期比（差） 第３四半期累計期間

 解約・失効年換算保険料 530 1.6％ 522

－２－ 明治安田生命保険相互会社

 解約・失効率 3.64％ △0.13 ﾎﾟｲﾝﾄ 3.78％

（注）解約・失効率は、契約高ベースで、年換算していない数値として算出しています。

○ 総合継続率の状況（個人保険・個人年金保険）

平成２４年度 平成２３年度

第３四半期累計期間 前年同期差 第３四半期累計期間第 半期累計期間 前年同期差 第 半期累計期間

 13月目総合継続率 94.1％ △0.0ﾎﾟｲﾝﾄ 94.1％

 25月目総合継続率 87.3％ 0.7ﾎﾟｲﾝﾄ 86.6％

（注）総合継続率は、契約高ベースにて算出しています。

２ 収益性指標２．収益性指標

◇ 基礎利益は２，６０４億円と、前年同期差７９億円の減少だが、東日本大震災

に伴う特殊要因を考慮すると昨年同期を上回る水準

○ 基礎利益 （単位：億円）

平成２４年度 平成２３年度

第３四半期累計期間 前年同期差 第３四半期累計期間

 基礎利益 2,604 △ 79 2,684

（注1）東日本大震災の支払見込額が平成23年度第３四半期報告では、平成２２年度末より減少したため、

平成２２年度決算で計上した支払備金の戻入が発生。

◇ 基礎利益は２，６０４億円と、前年同期差７９億円の減少だが、東日本大震災

に伴う特殊要因を考慮すると昨年同期を上回る水準

平成２２年度決算で計上した支払備金の戻入が発生。

（注2）東日本大震災による保険金・給付金等支払額は累計約１６３億円。

≪ご参考≫

○ キャピタル損益 （単位：億円）

平成２４年度 平成２３年度

第３四半期累計期間 前年同期差 第３四半期累計期間

キャピタル損益 410 731 △ 320

有価証券売却損益 1,130 1,524 △ 393

有価証券評価損 △ 735 △ 162 △ 573

うち株式 △ 698 △ 426 △ 271

－２－ 明治安田生命保険相互会社



３．健全性指標

◇ ソルベンシー・マージン比率は、基金の再募集や危険準備金等の積増し、円安

による外国証券含み益の増加等により８３０．３％と前年度末から８０．７

ポイント上昇

◇ 般勘定資産全体 含 損益は 安 よる外国証券含 益 増加 より

－３－ 明治安田生命保険相互会社

○ ソルベンシー・マージン比率 （単位：億円）

平成２４年度

第３四半期会計期間末 前年度末差
平成２３年度末

◇ ソルベンシー・マージン比率は、基金の再募集や危険準備金等の積増し、円安

による外国証券含み益の増加等により８３０．３％と前年度末から８０．７

ポイント上昇

◇ 一般勘定資産全体の含み損益は、円安による外国証券含み益の増加により

１兆９,８２４億円と前年度末から２，２１８億円の増加

第３四半期会計期間末 前年度末差

 ソルベンシー・マージン比率 830.3％ 80.7 ﾎﾟｲﾝﾄ 749.6％

 ソルベンシー・マージン総額（Ａ） 40,792 4,114 36,678

 リスクの合計額（Ｂ） 9,824 38 9,785
（注1）ソルベンシー・マージン比率＝（Ａ）／（１／２×（Ｂ））×１００

（注2）平成２４年度第3四半期会計期間末は、法令等に準じて当社が合理的と判断する方法で算出しています。

○ 実質純資産額 （単位：億円）
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○ 実質純資産額 （単位 億円）

平成２４年度

第３四半期会計期間末 前年度末差

 実質純資産額 44,408 4,146 40,244

 一般勘定資産に対する比率 14.6％ 0.7 ﾎﾟｲﾝﾄ 13.9％
（注） 平成２４年度第3四半期会計期間末は、法令等に準じて当社が合理的と判断する方法で算出しています。

○ 内部留保等＋追加責任準備金 （単位：億円）

平成２３年度末

○ 内部留保等＋追加責任準備金 （単位：億円）

平成２４年度

第３四半期会計期間末 前年度末差

 内部留保等＋追加責任準備金 21,935 2,244 19,691

○ 一般勘定資産全体の含み損益 （単位：億円）

平成２４年度

平成２３年度末

平成２３年度末
第３四半期会計期間末 前年度末差

 一般勘定資産全体の含み損益 19,824 2,218 17,605

 うち時価のある有価証券 17,041 1,944 15,097

 うち公社債 7,613 184 7,429

 うち株式 5,997 △ 727 6,724

 うち外国証券 3,195 2,424 771

平成２３年度末

◇ ソルベンシー・マージン比率は、基金の再募集や危険準備金等の積増し、円安

による外国証券含み益の増加等により８３０．３％と前年度末から８０．７

ポイント上昇

◇ 一般勘定資産全体の含み損益は、円安による外国証券含み益の増加により

１兆９,８２４億円と前年度末から２，２１８億円の増加

（注） 有価証券には、金融商品取引法上の有価証券として取り扱うことが適当と認められるもの等を含んでいます。

○ 国内株式含み損益ゼロ水準

 仮に当社ポートフォリオが日経平均株価およびＴＯＰＩＸにフル連動するとした場合

 日経平均株価ベース 7,200円程度7,200円程度

平成２４年度
平成２３年度末

第３四半期会計期間末

日経平均株価 ス 7,200円程度

 ＴＯＰＩＸベース 610ﾎﾟｲﾝﾄ程度

（注）なお、株価指数と当社ポートフォリオの過去の連動性を用いて算出した場合、日経平均株価7,200円程度、

         TOPIX600ポイント程度です。

590ﾎﾟｲﾝﾄ程度

, 程度

－３－ 明治安田生命保険相互会社


